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研究活動内容のご紹介

Regional ICT Research Center for Human, Industry and Future

未来の地域・滋賀県の姿
（スマート農業・看護・観光）

大学のモットー
“テキストは人間”

ソフトもハードも
モノづくり

（工学部が基礎に）

ICT化で地域産業創出、地域ICT化の中核となる人材育成
（情報通信技術）

（平成２９年
４月設立）

滋賀県の歴史・文化・伝統を基盤として、環境・健康福祉・観光における農業・看護・観光にターゲットを絞り，そ
れらの多様な情報を高度情報通信技術によって解析・連携・共有化して，安心・安全な社会モデルを提案し全
国へ発信してゆく．



滋賀県立大学 「地域ひと・モノ・未来情報研究センター」

研究活動内容のご紹介

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 03 滋賀県立大学 酒井道

地域産業活性化・地方創生 課題解決研究 + 人材育成

農業

環境科学部
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データ利活用（宮城）
多次元現象解析（酒井）
人工知能解析（砂山、

畑中、小郷原）

センサ（作田）

ロボット（安田）
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滋賀県立大学 「地域ひと・モノ・未来情報研究センター」

研究活動内容のご紹介

取組例のその意義・位置づけ

地域課題解決

地域課題

過疎化

高齢化

地域格差

「ど
こ
で
も
住
み
良
く
」

Q
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）の
維
持

均
質
化
（
基
盤
と
な
る
環
境
）

多様性の確保・推進

「わがまちは誇り」
地域の独自性の維持・発展・新産業創生

①ロボット活用で省力
化・自動化（農業・看
護）

（取組例）①

②ﾊﾞｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ技術
で見える化・技術伝承
（観光・農業・看護）

②

③人工知能技術で個
別未来予測（農業（収
率）、看護（予防））

③

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 04 滋賀県立大学 酒井道



滋賀県での（としての）活用を考える

ICT化手法と関連事項の関係

多岐にわたる・重要な役割

地域課題
解決・振興

（最先端）産業振興

雇用創出・
過疎化対策事業自動車自動運転

IoT全般

町おこし
伝統工芸
地場産業
第１次産業

AI系
ビッグデータ

最先端ICT開発

地域ひと・モノ・未来情報研究センター

“びわこシリコンバレー”
（滋賀テックプランター）

半導体デバイス
の性能は今後頭
打ち？

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 05 滋賀県立大学 酒井道



ICT化において、特性・効果が正反対になる場合：（例）第２次産業

ICT化における両義性（“諸刃の剣”）

製品品質・価格に対する効果
１．新たな付加価値を生み出す →▲恩恵享受に格差発生？
車の自動運転
２．低価格化の効果
工場の自動化（人件費削減） → 多くの人が入手可能に

比較優位の原理に対する効果
１．ICTによる交易範囲の拡大・グローバル化
→ 交易のさらなる活性化、総生産の拡大
２．ICT導入の時間差・レベル差の発生
→ 情報遅れによる致命的な打撃
☆ICTに比肩しうる／補いうる技術を想定しにくい
☆ビジネス上で“IT難民”を出すのは避ける必要？

（公的サポート／導入障壁を下げるサポート）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 06 滋賀県立大学 酒井道



ICT化において、特性・効果が正反対になる場合：（例）第２次産業

ICT化における両義性（“諸刃の剣”）

比較優位の原理

（**デービッド・リカードによる。
自由貿易を支持する根拠とし
て、２世紀もの間変化していな
い）
◎お互いに得意な生産を行っ
て取引（交換）すると、お互い
の生産・消費量を上げられる。

マンキュー、「入門経済学」（東洋経済
新報社、2014年）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 06（補足） 滋賀県立大学 酒井道



ICT化において、特性・効果が正反対になる設定軸の例

ICT化における両義性

高付加価値化 低価格化
（コストアップ） （コストダウン）
☝格差の助長？ ☝QOLの確保

オープンデータ化 ブラックボックス化・企業秘密（・・・IoT）
☝より広めて活用 ☝セキュリティの徹底

経済性 公共性
（儲かる） （儲からない）

ビッグデータ “スモール”データ
☝大勢の傾向把握 ☝ニッチ分野

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 07 滋賀県立大学 酒井道

◎滋賀県での蓄積データの２次利用による県民への利便性促進
県庁では利用/分析できないデータを外に出すことで価値を創出
（例：苦情データのテキストマイニング分析➡キーワード抽出・動向変化の分析）



なぜ“見える化”が必要か

ICTのマップによる分類・位置づけチェックシート（見える化）

ICT化は、
誰のため？
みんなのため ← 一様性・QOLの確保
特定集団のため ← 多様性の確保

（ベンチャー企業支援、地域の特徴の明確化）
何のため？
経済活動
県民への支援（いわばインフラ）
ボランティア的 ← 興味・必要性に基づき（フリーソフト等）

どこまで使う？
適用範囲はどこまでか（思わぬ悪影響は無いか）
想定外になったらブレーキ（規制）をかけられるか

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 08 滋賀県立大学 酒井道



マップによる分類の例

ICTのマップによる分類・位置づけチェックシート（見える化）

ユーザ数と適用用途範囲についてマップ化すると

一様
（ユーザ数：多）

多様
（ユーザ数：少）

広い用途
（プラットフォーム的）

個別用途

LINE

オンラインゲーム
ネットショッピング

個々のゲーム

多種（“オタク”）

みんながユーザ

連絡、相談、いじめまで

購買行動のみ

地域間格差無し

障がい者コミュニケーション
支援ツール

個々の障がいに合わせて

障がい者の活躍の場の広がり

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 09 滋賀県立大学 酒井道



滋賀県ＩＣＴ推進懇話会の座長として、各委員様・情報政策課様と
連携

（仮称）滋賀県ＩＣＴ推進戦略について

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 10 滋賀県立大学 酒井道

（2017.11.20配布資料より）
すべての県民（地域・年齢層・職等）を想定して
各々にどのように貢献するか



滋賀県ＩＣＴ推進懇話会の座長として、各委員様・情報政策課様と
連携

（仮称）滋賀県ＩＣＴ推進戦略について

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 11 滋賀県立大学 酒井道

（2017.11.20配布資料より）



連携例： スマート農業

県との連携について（１）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 12 滋賀県立大学 酒井道

多様な作物形態

あいまい形状物体の
成長度（サイズ）の
その場／オンサイト診断
自動化（ドローン等）

多くの入力パラメータ
（気温、湿度、日射量、
土壌パラメータ、
それらの時間積分）

条件（入力）

制御量
農作業
その「見える化」
・自動化

診断

収穫量（出力）
システム全体のモデル化
による収量予測

◎ノウハウの見える化、省力化／自動化、収入の安定化

1



連携例： スマート農業 果実等の熟成度診断

県との連携について（１）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 13 滋賀県立大学 酒井道

1

ドローンにセンサの取り付け
➡果実等の熟成度の自動見回り

☆将来的には、ロボットに
よる自動収穫と組み合わせ

☆農業技術振興センター、
㈱チェッカーズと連携



連携例： スマート観光

県との連携について（２）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 14 滋賀県立大学 酒井道

交通機関／自家用車
の利用・整備

情報受信と行動

情報メディア
定常（常設）および
非定常（イベント）等
見える化

診断

観光地への効果
地域への経済効果・ブランド化

データ発信

観光地での実数把握
システム全体のモデル化

観光資源の分析

センサ測定
（セキュリティ兼用）

資源発掘・開発
新たな観光資源の
開発

2

◎情報循環型の観光システムの実現へ
資源・集客効果の見える化、
新たな観光資源の開発



連携例： スマート観光 ビワイチ実施者の実態把握

県との連携について（２）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 15 滋賀県立大学 酒井道

2

1

2

3

4

5

6

塩津

今津

雄琴

瀬田

野洲

彦根
（米原）

湖東三山

大津

途中越え

余呉湖
◎ビワイチの向きは

一方向

県大生の
通学
（両方向）

出入？

出入？

観光？

観光？

センサ
１～６（例）

唐橋周辺の観光客（両方向）

☆観光交流局ビワイチ推進室、
交通土木部・道路課と連携

センサ（道路課に
よる設置）

☆センサ間のデータの相関を
調べることで、足取り（休憩・
食事/宿泊/観光等）の把握が
可能



連携例： スマート看護

県との連携について（３）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 16 滋賀県立大学 酒井道

3

健康診断結果に加えて、
看護カルテからの特徴量抽出
データの集積プラットフォーム化
・傾向分析持病への対策

治療行為

予防医療

年齢／健康診断結果
に応じた対策

訪問看護

長寿社会の実現
地域での安心・安全な暮らし

予測
（フィードバック）

サポート作業

見守り

補助

緊急信号
送信

◎未来予測、ノウハウの見える化、
少人数化／自動化



県との連携について（３）

2017.11.27 県民生活・土木交通常任委員会 17 滋賀県立大学 酒井道

連携例： スマート看護 看護（介護）施設のインシデント分析3

学内建物（C7棟）のネットワーク表現
ネットワーク表現の概要

☆建物内の間取り分析
➡事故防止構造の提案等

◎ご紹介可能な
施設？


